
2020年より大切なお客さま、関係者さまへのニュースレターを始めました。

私たち、豊総合保険事務所では、「すべてのお客さまを元気に！」をモットーとし、スタッフ全員で日本一元気な保険屋さんを目指しています。

保険は、万が一の時に役に立つモノと言われていますが、もしその万が一が起こってしまった時にお客さまと最初にコンタクトを取り、寄り添い、元気になってもらう事が

私達の最も大切な仕事だと考えています。これからも、お客さまの立場に立ち、お客さまにとって一番のサービスをご提案していきたいと思います。

代表取締役 田中 豊己
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いつもスタッフ一同お世話になっております。代表の田中です。
いよいよパリオリンピックがスタートしますね。日の丸を背負った選手たちが死力を尽くして頑張っている姿は、

いつ見ても感動します。もちろんメダルを獲得してほしい気持ちはありますが、メダル獲得だけが全てではなく、

ベストを尽くして笑顔で帰って来てくれれば良いなぁ！と私は思います。

とは言うものの、日の丸を振りかざして「メダル獲れ～！！」と応援している気もしますが・・・（笑）

今年の夏はオリンピックもあり、熱い暑い夏になりそうです。

皆さまにおかれましても、くれぐれも熱中症には気を付けてご自愛ください。

共に暑い夏を乗り切りましょう！！

トライアスロンアジアチャンピオンシップ
IRONMAN Cairns に挑戦し、無事完走出来ました

皆さま
応援ありがとう
ございました

（田中）
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「追い越す」
場合

「追い越さない」
場合

〒594-0031 和泉市伏屋町5丁目9-10-101
0725-56-8800 FAX:0725-56-8588

営業時間:土日・祝日除く10:00～18:00

株式会社 豊総合保険事務所

＜取扱代理店＞

お問合せは
こちらへ

編 集 後 記

ホームページ
はこちら！

Instagram
更新中！

リニューアルしました！
たくさんのフォロー
お待ちしてます♬

今年の梅雨は、全国的に梅雨入りが遅い年となりましたが、このニュースレターが皆さまのお手元に届くころには、梅雨
も明け、夏本番を感じさせる陽気が続いていることかと思います。皆さま、お変わりなくお過ごしでしょうか？

さて、もうすぐ夏休みですね～♪子供たちも夏休みに入ると、これから車で遠出する方も多いのではないでしょうか？
例年、夏休みに入る時期に車の事故が多発するとの記事をよく見ます。

車内が暑くなることで注意力が散漫になり、信号の見落としや歩行者に気付かずにアクセルを踏んでしまうことが多いよ
うです。また集中力が途切れることで居眠り運転などが増えるのもこの時期だそうです。

今回は、危ないとわかっていながら危険な行動をとってしまう『リスクテイキング行動』について書いてみました。
旅行中に事故に遭うと、せっかくの旅行が台無しになりますよね。

事故を防止するには気持ちに余裕を持ち、安全運転を心掛けることが大切です。特に長距離のドライブに伴うレジャーに
出かける際には、渋滞を見越して出発時間を早めるなどして、ゆとりあるプランを立てることをオススメします！！

それでは、これからいっそう暑さは厳しくなりますが、皆様の無事息災を心よりお祈りいたしております。（鶴﨑）

危険運転してませんか？

◆片側一車線の道路を走行中、前にゆっくり走る車がいると、前の車を追い越した
くなることはありませんか？◆
リスクテイキング行動とは『危ないとわかっていながら危険な行動をとってしまう』

行動の事をいいます。

冒頭の例は、追い越し行為を行った場合とそうでない場合との、

それぞれのメリット・デメリットやリスクの大きさなどを「心の天秤」にかけ、

リスクテイキング行動となる追い越しを実行するか考えながら運転している状態と言えます。

リスクテイキング行動の例としては先に挙げた追い越しのほかに、信号無視、短い車間距離、割り込み、カーブ

や交差点でのスピードの出しすぎなどが挙げられます。

もし周囲に車がいるのにそれを見落とすなどしてリスクの大きさを見誤ると、事故発生につながる危険なリスク

テイキング行動となる恐れがあります。

◆なぜ危険なリスクテイキング行動を選んでしまうの？◆
運転中に、「心の天秤」はなぜ危険なリスクテイキング行動を選択するほうに

傾いてしまうのでしょうか？

・【リスク（リスクを高める要因、事故の要因や対象）の見落とし】

⇒「右左折時に信号や標識を見落とす」「歩行者を見落とす」「車線変更時、右後方の死角のバイクに気付

かない」などの状況のままリスクテイキングを選ぶケース

・【自分の運転スキルを過大評価】⇒「自分の運転なら大丈夫だろう」と判断してしまうケース

・【「今まで大丈夫だったから」という慢心】

⇒多少危ない運転をしても、今まで事故に遭わなかった結果、「大丈夫だろう」と思い込みがちになるケース

・【スリルを楽しむ気持ち】

⇒リスクを冒す運転をする事で感じられる「スリル」をストレス解消や眠気覚ましの手段として利用するケース

◆より安全な運転をするために・・・◆
駐車場から出てくる車や、車の陰にいる歩行者の存在を予測しながら運転する事、つまり『かもしれない』運転

の励行は安全運転の基本であり、危険なリスクテイキング行動を避ける事につながります。

自分の運転スキルを過大評価しないために、同乗者からの意見を聞いたり、ドラレコやスマホアプリ等の運転診

断機能などを使用したりして、自分の運転スキルについて気付きましょう。


